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提 言 の 要 約 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

現 
 

状 

子どもは減少し

ているが、 

受診回数増加に

よりこども医療

費が増大 

「無料」の

ため、医療

費抑制の動

機が欠如し

ていること

が原因 

受益と負担の

適正化を図る

仕組み・自助努

力を促す仕組

みが必要だが、

現在はない 

現行の医

療制度は

治療偏重 

政 

策 

提 
言 

子どもの医療における好循環の構築 

１ 市税等の滞納者への支給制限 － 財源と公平性の確保 

２ 一部助成による予防医療の促進 － 自助努力による健康づくり 

３ 予防医療の推進による好循環の発生 － 治療から予防へ 

課 

題 

受益と負担の適正化の方策検討 

・自己負担金（治療→予防） 

・所得制限 

・滞納者支給制限（→財源） 

予防医療におけ

る自助努力によ

る健康づくり 

への支援 

予防医療促

進による 

医療費削減

の可能性 

滞納者への支給制限 予防医療への一部助成 財源の確保 

公平性の確保 医療費の削減 

受診回数の減少 

住民自身による予防

医療への主体的取組 

疾病予防 

好 

循 

環 

全 
 

体 
 

像 

熊谷市では、子育て支援ＰＲのため、こども医療費無料化を中学生まで拡大するも、近

隣団体の追随により優位性は消滅し、膨らんだ財政負担を抱える状況 → 見直しが急務 


